
学童保育所聞き取り調査報告 

【目的】佐倉の景観に触れてもらう事を目的に、児童に好きな景色の聞き取り調査を行った。 

自然の多い地域の和田学童保育所、住宅地の西志津学童保育所を調査対象とした。 

 

西志津学童保育所 

                                   実施日 8 月 5 日（火） 

                                   年齢層 低学年 

                                   参加人数 60 人以上 

                                    

                                    

                                    

                                    

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

和田学童保育所 

                                   実施日 8 月 21 日（木） 

                                   年齢層 中学年が多い 

                                   参加人数 10 人ほど 

                                   

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《今回の調査で気付いた点》 
 ・低学年は、思い出のある場所、好きな場所と言う理由で景色を認識している。 

  児童が景観に触れるためには、『楽しくて気軽』な遊びが良いと思った。（双六やカルタなど） 

 ・低学年は地図が読めず、東西南北も分からないため、低学年には少し難しい内容の調査となった。 

 ・中学年以上になると、景色・景観を認識し、神社・仏閣や田園風景が多く上がった。 

選ばれた場所 

〇 よく遊ぶ公園・広場 

〇 学校（小学校、中学校） 

〇 思い出の場所 

（幼稚園、保育所等） 

〇 地域のお祭り 

・思い出のある場所、好きな

場所が多く、景観や景色と

いう認識はあまりない。 

・「お花がきれい」「桜」と言

った、色を意識した回答が

多い。 

選ばれた場所 

〇 田んぼ 

  ・ホタルが見える、自転車を漕いでいるときの景色 

  ・田んぼの片隅にある花畑等 

〇 和田小学校 

〇 高崎麻賀多神社、子ノ神神社近くの保存樹周辺 

・神社・仏閣を挙げる児童が多く、『田

んぼ』や『神社・寺』といった、景観

の認識がある回答が多い。 

・低学年は、西志津と同様に『好きなお

店』『思い出の場所』『楽しい場所』が

多かった。 
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